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報) フ ラ ボ ン C- グ リ コ シ ド の代 謝 に つ い て . 日
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- 1 14 -



作用 の生化学的 お よ び薬理学的研究. 第 4 回和漢
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田和漢医薬学会学術総会， 1987， 8 ， 富 山 .
16) 赤尾光昭， 松 田 洋子， 小橋恭一， 箭 躍 中 ，

服部征雄， 難波恒雄 : 有薬成分ベ オ ニ フ ロ リ ン の
ヒ ト 腸 内 菌 Lactobacillus brevis に よ る 代謝 と そ の

関連酵素. 第 4 回和漢医薬学会学術総会， 1987， 
8 ， 富 山 .

17) 葉 加南， 馬 永華， 服部征雄， 難波恒雄，
金子周 司 ， 北村佳久， 野村靖幸， 小泉 保， 片 山
和憲， 慮 偉， 若木邦彦， 倉茂洋一 : 杜仲葉水エ

キ ス の薬理学 的研究. 第 1 回 日 中東洋医学会議，
1987， 9 ， 東京.

18) 許 躍 中 ， 服部征雄， 赤尾光昭， 小橋恭一，
難波恒雄 : 腸内細菌 に よ る 生薬成分の代謝 と 薬効
発現. 第 1 回 日 中東洋医学会議， 1987， 9 ， 東京.

19) 難波恒雄 : 本草 の 中 の化学. 日 本化学史学会，
1987， 10， 富 山 .

20) 難波恒雄 : 和 漢薬 と そ の 資源. 第38 回塑性加
工連合講演会， 1987， 10， 富 山 .

21 ) 黄 聖 倫， 楊 秀偉， 垣 内 信子， 服部征雄，

難波恒雄， 高橋京子 : 培養心筋細胞 に 対す る 和漢
薬の作用 (W) . - ア ド リ ア マ イ シ ン の心毒性 に対
す る 和 漢薬の作用 に つ い て 一 . 日 本生薬学会第34
回年会， 1987， 10， 大阪.

22) 車 慶 明 ， 服部征雄， 難波恒雄， 野村靖幸 :
杜仲葉の成分研究 ( l ) . 日 本生薬学会第34回年会，

1987， 10， 大阪.
23)  箭 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一，

富森 毅 : 腸 内細菌 に よ る 和 漢薬成分の代謝 (第

14報) . - C- グ リ コ シ ド の 代謝 開 裂 に つ い て 一 .
日 本生薬学会第34回年会， 1987， 10， 大阪.

24)  川 田 幸雄， 垣 内 信子， 服部征雄， 難波恒雄 :
LC-MS に よ る 生 薬 成 分 分 析 n ， サ ボ ニ ン 類 の
LC-MS に つ い て . 日 本生薬学会第34回年 会， 1987，
10， 大阪.

25) 難波恒雄， 御影雅幸， 小松かつ 子， 高野昭人，
富森 毅， 木 内 文之， 渡辺高志， S. B. Malla : ヒ
マ ラ ヤ地方 の薬物調査 第 1 報， Amchi の使用 す

る 薬用 植物 に つ い て ， そ の 1 . 日 本生薬学会第34
回年会， 1987， 10， 大阪.

26) 御影雅幸， 小谷晃 司 ， 難波恒雄 : Clematis 属
植物 と そ の 関 連 生 薬 の研究 (第 6 報) ， 地上 部 に
由 来 す る 「威霊仙」 に つ い て . 日 本生薬学会第34
回年会， 1987， 10， 大阪.

27)  難波恒雄， 御影雅幸， 山 路誠 一 : チ ベ ッ ト 薬

物 の 生薬 学 的研究 (第 5 報) ， Ja-God Poe お よ び
Ja-Kang Me-Tog に つ い て . 日 本生 薬 学 会 第 34 回

年会， 1987， 10， 大阪.
28) 山 本克弥， 田 沢賢次， 山 下 巌， 藤川 卓爾， 霜 田 光

義， 広 川 慎一郎， 川 西孝和， 鈴木康将， 笠 木徳三， 真

保 俊， 藤巻雅夫， 服部征雄， 難波恒雄， Upali Pilapi

tiya : ク シ ャ ラ ・ ス ー ト ラ に よ る 痔痩の 治療 そ の

臨床成績 と 成分分析の試み. ア ー ユ ル ヴ ェ ー ダ研
究会第 9 回研究総会， 1987， 10， 岡 山 .

29) 難波恒雄 : 生薬 の 品 質 と 資 源 開発. 第 2 田 和
漢薬 (中薬) の 医学薬学的研究 に 関 す る シ ン ポ ジ
ウ ム ， 1 987， 1 1 ， 北京.

30) 鶴居拘輔， 沢 和 子 : 和 漢薬 に よ る 抗 ア レ ル

ギー 製剤 開 発 の 基礎研究 (第 2 報) . 富 山 県家庭
薬開発研究会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987， 1 1 ， 富 山 .

31 )  許 躍 中 ， 服部征雄， 赤尾光昭， 小橋恭一，
難波恒雄 : lndividual difference in metabolism of  
paeoniflorin by intestinal flora. 日 米 合 同 薬 学 大

会， 1987， 12， ホ ノ ル ル.

32) 垣内信子， 黄 聖倫， 服部征雄， 難波恒雄 : Cytoto

xicity of anthracene dione antitumor drugs on cultured 

heart cells caused by single-strand DNA breaks. 日 米合

同薬学大会， 1987， 12， ホ ノ ル ル.

33)  鏡森定信， 難波恒雄， 服部征雄 : 抗 ア レ ル ギー

作用 を 有す る 和漢薬資源の 開発 に 関 す る 研究. 和
漢薬 ・ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 研究発表会， 1987， 1 2， 
富 山 .
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